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(57)【要約】
　本発明は、ワイパブレードをワイパアームに着脱自在
に固定するためにワイパブレードに取り付けられるワイ
パブレードアダプタ（４）を備えた、車輌のフロントガ
ラスワイパーに設置されるワイパブレード（３、３ａ、
３ｂ）とワイパアーム（１）との間のワイパアーム・ワ
イパブレード接続装置に関する。ワイパブレードは、フ
ラットなワイパブレードとして設計され、少なくとも１
つのノズル開口（１１．１、１２．１）と、車輌のガラ
ス窓にクリーニング液または洗浄液を噴射するノズル開
口を少なくとも１つのワイパブレード長手側に有する少
なくとも１本のスプレー経路ないし流通経路（１１、１
２）とを備えている。この接続装置は、少なくとも１つ
の液体接続部（３２、３３）をワイパブレードアダプタ
のアダプタ端に備え、少なくとも１つのノズル開口およ
び／または少なくとも１つのスプレー経路または流通経
路を洗浄液ないしクリーニング液を供給する少なくとも
１つの外部の液ライン（１４）に、着脱自在に接続する
。この際、少なくとも１つの液ラインに接続される結合
ユニット（３９）を介して、着脱自在に少なくとも１つ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイパアーム（１）のワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）を着脱自在に設置するためワ
イパブレード（３、３ａ、３ｂ）に与えられるワイパブレードアダプタ（４）を有し、車
輌のフロントガラスワイパーモジュールのワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）とワイパア
ーム（１）のと間を接続するための、ワイパアーム・ワイパブレード接続装置であって、
　前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）は、フラットなワイパブレード（３、３ａ、３
ｂ）として設計され、
　前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）は、車輌フロントガラスにクリーニング液ない
し洗浄流を噴射するため、少なくとも１つのワイパブレード長手側に、少なくとも１つの
噴射開口（１１．１、１２．１）又は噴射開口（１１．１、１２．１）を有する少なくと
も１本のスプレーダクトないし散布ダクト（１１、１２）を有し、
　前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）は、洗浄液ないしクリーニング液を供給するた
め、少なくとも１つの噴射開口（１１．１、１２．１）及び／又は少なくとも１つのスプ
レーダクトないし散布ダクト（１１、１２）を着脱自在に少なくとも１つの外部流体ライ
ン（１４）に接続するための、少なくとも１つの流体接続部（３２、３３）を、アダプタ
側のワイパブレードアダプタ（４）に有し、
　前記接続は、少なくとも１つの流体ライン（１４）に接続されワイパブレードアダプタ
（４）に着脱自在に接続される、結合ユニット（３９）によって実現され、
　前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）は、電気加熱可能なワイパブレード（３、３ａ
、３ｂ）として設計され、
　前記ワイパブレードアダプタ（４）は、少なくとも１つの流体接続部（３２、３３）と
、少なくとも１つの電気的接続部（３５）とを提供し、
　前記電気的接続部（３５）は、前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）に加熱用の電流
を供給するため、結合ユニット（３９）により、少なくとも１つの外部電気リード線（１
５）に着脱自在に接続されることを特徴とする接続装置。
【請求項２】
　前記ワイパブレードアダプタ（４）は、前記ワイパアーム（１）に着脱自在に接続され
るワイパアーム側のアダプタ部分（１６）と、前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）に
接続されるワイパブレード側のアダプタ部分（１７）との、少なくとも２つの部品から成
り、
　アダプタ側の少なくとも１つの前記電気接続部（３５）に加えて、アダプタ側の少なく
とも１つの前記流体接続部（３２、３３）が、ワイパアーム側のアダプタ部分（１６）に
与えられることを特徴とする請求項１に記載の接続装置。
【請求項３】
　少なくとも１つの前記流体接続部（４４、４５）と少なくとも１つの前記電気接続部（
４１）とが、前記結合ユニット（３９）に与えられることを特徴とする請求項１又は２に
記載の接続装置。
【請求項４】
　前記流体接続部（３２、３３；４４、４５）と前記電気接続部（３５、４１）とが、プ
ラグとソケットとの接続部として与えられ、相互に割り当てられた少なくとも２つの流体
接続部（３２、３３；４４、４５）と、少なくとも１つの１極以上の電気接続部（３５、
４１）とが、ワイパブレードアダプタ（４）と、結合ユニット（３９）とに、それぞれ与
えられることを特徴とする請求項１～３に記載の接続装置。
【請求項５】
　前記ワイパアーム（１）は、レセプタクル（２）を有し、
　前記レセプタクル（２）の中に、前記ワイパブレードアダプタ（４）又は前記ワイパア
ーム側の前記アダプタ部分（１６）を、組立方向（Ａ）に挿入することによって、これを
固定し、
　前記結合ユニット（３９）が、少なくとも１つの前記電気接続部（４１）及びその少な



(3) JP 2012-503566 A 2012.2.9

10

20

30

40

50

くとも１つの前記流体接続部（４４、４５）と共に、前記レセプタクル（２）内に配置さ
れることにより、前記ワイパブレードアダプタ（４）又はワイパアーム側の前記アダプタ
部分（１６）を組立方向（Ａ）に挿入する際、アダプタ側の少なくとも１つの前記流体接
続部（３２、３３）と、これに対応して結合ユニット（３９）に与えられる少なくとも１
つの前記流体接続部（４４、４５）との間の接続が、アダプタ側の少なくとも１つの前記
電気接続部（３５）と結合ユニット（３９）に与えられる少なくとも１つの前記電気接続
部（４１）との間の電気接続と共に、形成されることを特徴とする請求項１～４に記載の
接続装置。
【請求項６】
　ワイパアームの前記レセプタクル（２）が、前記ワイパブレードアダプタ（４）又はワ
イパアーム側の前記アダプタ部分（１６）を挿入するためワイパアーム（１）の自由端に
形成される開口を有し、
　前記結合ユニット（３９）は、前記レセプタクル（２）の開口と反対側の前記レセプタ
クルの側に与えられることを特徴とする請求項１～５に記載の接続装置。
【請求項７】
　ワイパアーム側の前記アダプタ部分（１６）の少なくとも１つの前記流体接続部（３２
、３３）が、前記ワイパブレードアダプタ（４）にある少なくとも１つの流れ接続部（３
４）によって、ワイパブレード側の前記アダプタ部分（１７）にある少なくとも１本の流
体ダクト（２５、２６）に、接続され、前記流体ダクトは、少なくとも１つの前記噴射開
口（１１．１、１２．１）又は少なくとも１本の前記スプレーダクト（１１、１２）に接
続することを特徴とする請求項１～６に記載の接続装置。
【請求項８】
　少なくとも１つの前記噴射開口（１１．１、１２．１）及び／又は少なくとも１つの前
記スプレーダクト（１１、１２）が、両方のワイパブレード長手側面に与えられ、
　少なくとも１つの前記噴射開口（１１．１、１２．１）及び/又は各長手側面のそれぞ
れの前記スプレーダクト（１１、１２）が、ワイパブレード側の前記アダプタ部分（１７
）及び自身のアダプタ内部の前記接続部（３４）にある自身の流体ダクト（２５、２６）
によって、ワイパアーム側の前記アダプタ部分（１６）にある自身の前記流体接続部（３
２、３３）に接続されることを特徴とする請求項７に記載の接続装置。
【請求項９】
　アダプタ内部の前記流体接続部が、可撓管または可撓管片（３４）から成ることを特徴
とする請求項８に記載の接続装置。
【請求項１０】
　電気接続部（３５）及び/又は結合ユニット（３９）が、浮動取付により設置されるこ
とを特徴とする請求項１～９に記載の接続装置。
【請求項１１】
　前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）に加熱用電流を供給する少なくとも１つの電気
リード線（１５）及び/又は少なくとも１本の前記流体ライン（１４）が、ワイパアーム
（１）の一部の長さに亘って延在することを特徴とする請求項１～１０に記載の接続装置
。
【請求項１２】
　少なくとも１つの電気的なリード（１５）が、少なくとも１本の前記流体ライン（１４
）内の一部の長さに亘って延在し、加熱抵抗ワイヤにより、電気加熱要素が形成されるこ
とを特徴とする請求項１～１１に記載の接続装置。
【請求項１３】
　前記結合ユニット（３９）が、ワイパアーム（１）に与えられワイパアーム（１）の一
部に形成された突起部（４６）の留具による係合により保持されることを特徴とする請求
項１～１２に記載の接続装置。
【請求項１４】
　ワイパアーム（１）のワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）を着脱自在に設置するためワ
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イパブレード（３、３ａ、３ｂ）に与えられるワイパブレードアダプタ（４）を有する車
輌用のフロントガラスワイパーモジュール用ワイパブレードであって、
　前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）は、フラットなワイパブレード（３、３ａ、３
ｂ）として設計され、
　前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）は、車輌フロントガラスにクリーニング液ない
し洗浄液を噴射するため、少なくとも１つのワイパブレード長手側に、少なくとも１つの
噴射開口（１１．１、１２．１）又は噴射開口（１１．１、１２．１）を有する少なくと
も１本のスプレーダクトないし散布ダクト（１１、１２）を有し、
　前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）は、洗浄液ないしクリーニング液を供給するた
め、少なくとも１つの噴射開口（１１．１、１２．１）及び／又は少なくとも１つのスプ
レーダクトないし散布ダクト（１１、１２）を着脱自在に少なくとも１つの外部流体ライ
ン（１４）に接続するための、少なくとも１つの流体接続部（３２、３３）を、アダプタ
側のワイパブレードアダプタ（４）に有し、
　前記接続は、少なくとも１つの流体ライン（１４）に接続されワイパブレードアダプタ
（４）に着脱自在に接続される、結合ユニット（３９）によって実現され、
　前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）は、電気加熱可能なワイパブレード（３、３ａ
、３ｂ）として設計され、
　前記ワイパブレードアダプタ（４）は、少なくとも１つの流体接続部（３２、３３）と
共に、ワイパアーム側の少なくとも１つの電気接続部（４１）へ接続するため、少なくと
も１つの電気的接続部（３５）を有することを特徴とするワイパブレード。
【請求項１５】
　前記ワイパブレードアダプタ（４）は、前記ワイパアーム（１）に着脱自在に接続され
るワイパアーム側のアダプタ部分（１６）と、前記ワイパブレード（３、３ａ、３ｂ）に
接続可能なワイパブレード側のアダプタ部分（１７）との、少なくとも２つの部品から成
り、
　アダプタ側の少なくとも１つの前記電気接続部（３５）に加えて、アダプタ側の少なく
とも１つの前記流体接続部（３２、３３）が、ワイパアーム側のアダプタ部分（１６）に
与えられることを特徴とする請求項１４に記載のワイパブレード。
【請求項１６】
　少なくとも１つの前記流体接続部（３２、３３）及び/又は少なくとも１つの前記電気
接続部（３５）が、プラグまたはソケット状の接続部として及び/又は少なくとも２つの
流体接続部（３２、３３）として実現され、少なくとも１極の電気接続部（３５）が、ワ
イパブレードアダプタ（４）に与えられることを特徴とする請求項１４又は１５に記載の
ワイパブレード。
【請求項１７】
　ワイパアーム側の前記アダプタ部分（１６）の少なくとも１つの前記流体接続部（３２
、３３）が、前記ワイパブレードアダプタ（４）にある少なくとも１つの流れ接続部（３
４）によって、ワイパブレード側の前記アダプタ部分（１７）にある少なくとも１本の流
体ダクト（２５、２６）に、接続され、前記流体ダクトは、少なくとも１つの前記噴射開
口（１１．１、１２．１）又は少なくとも１本の前記スプレーダクト（１１、１２）に接
続することを特徴とする請求項１４～１６に記載のワイパブレード。
【請求項１８】
　少なくとも１つの前記噴射開口（１１．１、１２．１）及び／又は少なくとも１つの前
記スプレーダクト（１１、１２）が、両方のワイパブレード長手側面に与えられ、
　少なくとも１つの前記噴射開口（１１．１、１２．１）及び/又は各長手側面のそれぞ
れの前記スプレーダクト（１１、１２）が、ワイパブレード側の前記アダプタ部分（１７
）及び自身のアダプタ内部の前記接続部（３４）にある自身の流体ダクト（２５、２６）
によって、ワイパアーム側の前記アダプタ部分（１６）にある自身の前記流体接続部（３
２、３３）に接続されることを特徴とする請求項１７に記載のワイパブレード。
【請求項１９】
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　アダプタ内部の前記流体接続部が、可撓管または可撓管片（３４）から成ることを特徴
とする請求項１８に記載のワイパブレード。
【請求項２０】
　少なくとも、前記電気接続部（３５）が、浮動取付により設置されることを特徴とする
請求項１４～１９に記載のワイパブレード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、本特許の請求項１については、車輌のフロントガラス用ワイパーモジュール
のワイパアーム・ワイパブレード接続装置に関し、請求項１４については、ワイパーその
ものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　車輌のフロントガラス用ワイパーモジュールに使用されるワイパブレードとして、様々
な具体例が知られている。弾性ラバー材料製のワイパーラバーから成りワイパブレードの
長手方向に延在するワイパー先端部を形成するフラットワイパブレードと共に、少なくと
も１つのスプリングレールを有しワイパーラバーを把持する条片状ないしレール形状のワ
イパブレード本体（ワイパー条片）とを有する構成が、特に著名である（特許文献１，特
許文献２）。ワイパブレードは、ワイパブレードアダプタによって、着脱自在にフロント
ガラスワイパーモジュールのワイパアームに接続している。
【０００３】
　ワイパブレードアダプタは少なくとも２つの部品から成るように設計され、より詳細に
は、ワイパブレードアダプタは、２つのアダプタ部分から成り、その一方は、ワイパアー
ムの側面上に配置され、組立てた状態ではワイパアームに接続し、他方は、ワイパブレー
ド上に与えられ、ワイパブレード及びワイパブレード本体、スプリングレールやワイパー
ラバーと重ね合わせられ、ワイパブレードの上側に滑動するように配置される。このよう
な公知のフラットワイパブレードでは、クリーニング液ないし洗浄液を車輌のフロントガ
ラスへ供給するため、多数の噴射口を有するスプレーダクトないし散布ダクトが、ワイパ
ブレードの少なくとも１つの長手方向側面に与えられる。ワイパブレードの側面、即ちワ
イパブレードアダプタに対して、液体への接続部分を与えることにより、スプレーダクト
が、フレキシブル管より成る外部の液体ラインに接続され、この接続により、クリーニン
グ液ないし洗浄液は、車輌側の洗浄液供給ユニットからスプレーダクトへ、流量等を制御
して供給される。
【０００４】
　更に、電気加熱可能なワイパブレードが知られており（特許文献３及び特許文献４）、
これらは、弓形ないし弓状に似た構造を有する弓形ワイパブレードとして実現されている
。それぞれが加熱フィラメントや加熱フォイルから成る電気加熱要素が、ワイパーラバー
やワイパーラバーを支えるワイパブレード本体（ワイパー条片）に設けられている。少な
くともワイパアームの一部に沿って延在する少なくとも１つの導電体により、加熱電流が
加熱要素に供給され、加熱可能なワイパブレードが、電気プラグとソケットとの接続によ
りワイパアームに接続される。
【０００５】
　ここで、「フラットワイパブレード」は、「平坦型ワイパブレード」、「フラットバー
型ワイパブレード」、「無関節ワイパブレード」などとしても知られている。本発明では
、これらのフラットワイパブレードは、一般にワイパー先端部を有しているワイパーラバ
ーから成り、ワイパーラバーは、１本のスプリングレールまたは２本のスプリングレール
上に保持されるかこれに取り付けられ、ワイパーの運動のために駆動可能なワイパアーム
への接続のための接続装置ないしワイパブレードアダプタは、１本ないし複数のスプリン
グレール上に取り付けられている。スプリングレールが１本の態様では、スプリングレー
ルは、ワイパーラバーの長手方向のチャネルの中又はワイパーラバーの後方に配置される
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。スプリングレールが２本の態様では、スプリングレールは、ワイパーラバーの細長い外
側面上の、長手方向に延在する溝に係合する。フラットワイパブレードの他の態様として
は、ワイパーラバーの後部が、１本又は複数のスプリングレールと同様の、細長く弾性を
有する本体の中に収容されてる態様がある。この本体自体が、必要なばねの性質を備えて
いる場合は、スプリングレールを別に接地する必要は無い。この場合、ワイパブレードを
ワイパアームに接続する接続装置は、係る形状の本体に取り付けられる。目的に応じて、
スポイラー、加熱装置や、洗浄液を分配するための装置等の部品を、ワイパブレードが具
備したりこれに設置してもよい。
【０００６】
　このフラットワイパブレードと対極的にあるブレードは、いわゆる「弓形ワイパブレー
ド」である。弓形ワイパブレードの代表的な例は、特許文献５に例示されている（ 図１
を参照）。弓形ワイパブレードは、釣り合い梁（バランスビーム）方式で互いに関節接続
された複数の弓形部で形成されるキャリーフレームを有し、これらの弓形部の中でメイン
の弓形部は、ワイパブレードアダプタによりワイパアームに接続可能である。ワイパーラ
バーは、弓形構造の最も低い階層レベルの弓形部の端部に配置されワイパーラバーの長手
方向側面の溝に結合する内向きの爪の対によって、キャリーフレームに支持されガイドさ
れる。ワイパーラバー内に間挿されるスプリングレールにより、弓形部を介してワイパー
ラバーに与える圧接力の均一性を確保する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ドイツ国特許公開第１０ ２００４ ０５６ ８３５号公報
【特許文献２】ドイツ国特許公開第１００ ００ ３７２号公報
【特許文献３】特開平１０－３２９６５５号公報
【特許文献４】ドイツ国実用新案第１９ ８９ ７１２号公報
【特許文献５】ドイツ国特許公開第４４ １５ ０６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、機械的接続、油圧接続並びに電気的接続を同時に実現し、電気加熱可
能なワイパブレードの簡易な接続及び取り外しを可能にし、同時に、車輌フロントガラス
やワイパアームに向けてワイパアームからクリーニング液ないし洗浄液を噴射するための
スプレージェットを備える、ワイパアーム・ワイパブレード接続装置を提案することにあ
る。
【０００９】
　この問題を解決するため、本願特許出願の請求項１に従ったワイパブレード・ワイパア
ーム接続装置が提案される。
【００１０】
　本発明更なる目的は、車輌のフロントガラスに洗浄液ないしクリーニング液を噴射する
ためのスプレージェットないし開口を有し、電気的に加熱可能であり、フロントガラスワ
イパーモジュールのワイパアームに対して容易に取付取外可能な、ワイパブレードを提案
することにある。この問題を解決するため、本特許出願の請求項１４によるワイパブレー
ドが開発された。
【００１１】
　本発明の更なる改良、作用効果及び応用の可能性は、明細書の好適な具体例の説明及び
添付の図面より明らかになる。この場合、ここに記載や図示の全ての特徴は、本発明の内
容それ自身の通りあるいはこれらの所望の組合せということであり、これは、請求項の本
旨やその背景技術により限定されるものではない。また、請求の範囲の内容は、明細書の
不可欠な部分である。
【００１２】
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　以下の添付の図面に基づく具体例により、本発明を以下に更に詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ワイパーアームに固定されたワイパーブレードを備えるフロントガラス用ワイパ
ーの斜視図である。
【図２】ワイパーブレードがワイパーアームより外された状態の、フロントガラス用ワイ
パーの斜視図である。
【図３】図1と図２のフラットワイパーブレードの縦断面図である。
【図４】図1と図２のワイパーアームの縦断面図である。
【図５】ワイパーブレードアダプタをワイパーアームに挿入する前の状態を示す、下方か
ら見た斜視図である。
【図６】ワイパーブレードアダプタをワイパーアームに取り付けた状態を示す、下方から
見た斜視図である。
【図７】ワイパーブレード、ワイパーブレードアダプタ及び接続ユニットの分解斜視図で
ある。
【図８】ワイパーアームから接続ユニットを外した状態を示す、図５と類似する分解斜視
図である。
【図９】ワイパーブレードアダプタの平面図である。
【図１０】図９におけるA-A線断面図である。
【図１１】ワイパーブレードアダプタを接続ユニットに取り付けた状態を示す、平面図で
ある。
【図１２】図１１におけるB-B線断面図である。
【図１３】フラットワイパーブレードの別の実施例の断面図である。
【図１４】フラットワイパーブレードの、更に別の実施例の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図面において、符号１は、別に言及しない限り、車輌のフロントガラス（車輌前部のフ
ロントガラス）用のフロントガラスワイパーモジュールのワイパアームを指す。基本的に
、ワイパブレード側面のワイパアーム１の端部だけを図示することとし、この部分は、通
常の既知の方法により、金属杆プロファイルのワイパアーム杆１．１（図４）の一部の長
さにわたって製造される。ワイパアーム１は、ワイパブレード側の端部上にレセプタクル
２を具備し、これはより詳細には、ワイパブレード３と、このワイパブレード上に提供な
いしあらかじめ設置されたワイパブレードアダプタ４とを着脱自在に固定するためのもの
であり、その固定方法については、以下に更に詳細に説明する。レセプタクル２を形成す
るため、ワイパアーム１の自由端に２つのシャンク５とこれらシャンクを接続するヨーク
部６とから成るＵ字形プロファイルをワイパブレード側面のワイパアーム１の端部に与え
、このＵ字形プロファイルは、ワイパアームの下側及びそこに設置されたワイパブレード
３の方に向いて開いている。各シャンク５の自由端は、Ｕ字形プロファイルの中に突出す
る曲部５．１を具備する。ワイパアーム１は例えば、金属、例えば鋼鉄の平坦なフラット
な材料から曲げ及びパンチによって、少なくともレセプタクル２を形成する端部に製造さ
れる。
【００１５】
　ワイパブレード３は、フラットな形状の加熱可能なワイパブレードとして実現される。
他の態様の具体例としては、ワイパブレード本体又はプロファイルレール７が、ワイパブ
レード３全体の長さに延在し、スプリングレール８を取り囲んでいる態様を挙げることが
できる。この態様では、ワイパー先端部９．１を形成するワイパーラバー９も同様にワイ
パブレード全体の長さに延在し、スポイラープロファイルと共に、プロファイルレール７
上に保持される。ワイパブレード３は、２本の散布ダクトないしスプレーダクト１１，１
２を更に具備し、これらダクトのそれぞれは、ワイパーブレードの長手側面上に延在しプ
ロファイルレール７内に形成され、それぞれクリーニング液または洗浄液の散布用の多数
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の噴射開口１１．１，１２．１を備えている。この散布は例えば、図示されない車輌フロ
ントガラスへのクリーニング添加剤や凍結防止剤を含んだ水を散布することが挙げられる
。加熱フォイルとして設計される加熱要素１３が、スプリングレール８上又はプロファイ
ルレール７上に与えられる。
【００１６】
　スプレーダクト１１及び１２には、ワイパアーム１内に置かれる流体ライン１４を介し
て、スプレー液及びクリーニング液が供給されるようになっており、スプレーダクト１１
及び１２は、それぞれが接続される少なくとも１本の可撓管ラインにより以下に詳細に説
明する方法でワイパブレードアダプタ４の領域に形成される。２本の流体ライン１４は、
以下の具体例に示されており、それぞれが、二本の可撓管の一方によって形成される。
【００１７】
　加熱要素１３は、以下に詳細に説明する方法で、ワイパブレードアダプタ４の領域にお
いて、少なくとも１本の外部接続しているリード１５線に接続する。このリード線は、他
の態様としては、以下に詳細に説明する方法で加熱電流を供給するためにワイパアーム内
に延在する。図４は、流体ライン１４と２本の可撓管とライン１５とのワイパアーム１へ
の取付を示し、これは、ワイパアーム１の一部の長さに亘って、クリップ１．２を用いて
ワイパアーム杆１．１によって形成される。
【００１８】
　ワイパブレードアダプタ４は、２つの部品として実現され、より詳細には、ワイパアー
ム側のアダプタ部１６と、ワイパブレード側のアダプタ部１７とから成る。アダプタ部１
７の方は、ワイパブレード３及びワイパブレード本体ないしプロファイルレール７と重な
り合うような方法で、ワイパブレードの上側に滑動するようにワイパブレード３にアダプ
タ部１７が強固に接続される。アダプタ部１６とアダプタ部１７とは、ヒンジボルト１８
により互いに関節接続されることで、ワイパアーム１上に設置されるワイパブレードアダ
プタ４を有するワイパブレード３は、ヒンジボルト１８の軸の周りにわずかに旋回自在と
なるよう、ワイパアーム１上に与えられる。
【００１９】
　ワイパブレード３をワイパアーム１に機械的に接続するため、アダプタ部１６は、ワイ
パアーム１の自由な端部からレセプタクル２内へ、図２に矢印Ａによって示される組み立
て方向、すなわちワイパブレード３及びアダプタ部１６の長手方向に押し込まれ、留具の
係合により、レセプタクル２内に固定することが可能である。この目的のために、アダプ
タ部１６の上側は、突起によって形成される留具２０の上に成形されるスプリングつまみ
１９を有するように設計され、このスプリングつまみは、アダプタ部１６がレセプタクル
２内に完全に挿入される状態では、ヨーク部６の開口２１から成る合わせ留具に係合する
。これにより、アダプタ部１６とワイパブレードアダプタ４との全体がレセプタクル２の
中に確実に保持され、レセプタクル２及びシャンク５及びヨーク部６の内面が、アダプタ
部１６の側面及び上側に緊密に接触し、このアダプタ部は、突起部分５．１によってワイ
パブレード３に対向する下面に係合される。アダプタ部１６及び１７は成形体であり、好
ましくはプラスチック製である。
【００２０】
　アダプタ部１７をワイパブレード３に滑動自在に固定するため、このアダプタ部は、そ
の一部において２つの部品のデザインとして提示される具体例として与えられ、より詳細
には、２つの同一かつ同一形状の成形体１７ａから成り、これらは隣り合ってアダプタ部
１７の中央平面に一緒に接続され、この中央平面に対して、このアダプタ部１７は、鏡面
対称となるように設計されている。２つの成形体１７ａとすることにより、アダプタ部１
７が、滑動自在にワイパブレード３に重なり合う部分を形成することが実現され、また、
図２及び図７では、下側部分２２とこのアダプタ部とを合わせて、上側のプレート状部分
２３を形成し、また、このプレート状部分の上では、２つの成形体１７ａが適切な方法で
互いに接続し、また、プレート状部分は、ワイパブレードアダプタ４が設置される場合は
、アダプタ部分１６内のリセス２４内に突き出し、ヒンジボルト１８の軸の周りに旋回す
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る場合は、このリセス２４内にプレート状部分２３と共に案内される。下側部分２２では
、アダプタ部分１７は、２本のフローダクトないし流体ダクト２５及び２６を有するよう
に設計され、これらのそれぞれは、アダプタ部分１７の一つの長手側面上にアダプタ部分
の長手方向Ｌに沿って延在し、また両方の端部でそれぞれ接続片２５．１及び２６．１を
形成する。これら接続片は、アダプタ部分１７の前面１７．１及び１７．２の上に突出し
、これら前面は、アダプタ部分１７及びワイパブレード３の長手延長部又は長手方向Ｌに
対して垂直な方向に向く。これにより、流体ダクト２５はスプレーダクト１１に接続し、
流体ダクト２６はワイパブレード３のスプレーダクト１２に接続する。
【００２１】
　リセス２４の幅は、このアダプタ部分の長手方向Ｌに垂直なプレート状部分２３の厚さ
に適合、即ち、この厚さと同一又は僅かに大きく、リセス２４は、アダプタ部分１６の２
つの壁部分２７によって限定されている。アダプタ部分１６の上側を形成し成形されたス
プリングつまみ１９を与える上側の壁部分２８と共に、これら２つの側壁部分は、アダプ
タ部分１６用のＵ字形プロファイルを形成する。部分２３の中に継手開口２９を通して届
いているヒンジボルト１８は、２の壁部分２７の中に、両方の端部で支援される。
【００２２】
　一方の壁部分２７と他方の壁部分２８のとの間の移行部分では、流体ダクト３０及び３
１は、アダプタ部分１６にあるようにデザインされ、これらダクトのそれぞれは、壁部分
２７と壁部分２８との間のこの地点では、アダプタ１６の一つの長手側面上及び移行部分
に与えられ、アダプタ部分１６の長手方向Ｌに延在する。ワイパブレードアダプタ４及び
ワイパブレード３の長手延長部又は長手方向Ｌに対して垂直な方向を向く前面１６．１で
は、各流体ダクト３０及び３１は、独立の油圧接続部又は流体接続部を有するように設計
され、更に詳細には、流体ダクト３０は流体接続部３２を有し、流体ダクト３１は流体接
続部３３を有している。前面１６．１とは反対方向を向く前面１６．２では、各流体ダク
ト３０及び３１は、この前面１６．２上に突出する接続片３０．１及び３１．１を有して
いる。可撓性の高い材料製の接続管ないし可撓管片３４は、例えばＥＰＤＭやＴＰＥ等の
可撓性の高いプラスチック製であり、アダプタに内部の流体接続部を形成し、各接続片３
０．１及び３１．２に、その一端でそれぞれ接続される。各可撓管片３４の他端は、アダ
プタ部分１７の流体ダクト２５又は２６に接続しているため、流体ダクト３０は流体ダク
ト２５に接続し、流体ダクト３１は流体ダクト２６に接続する。２つの可撓管片３４は、
この場合、アダプタ部分１６及び１７の前面１６．２及び１７．２の上に配置され、少な
くともそれらの一部の長さに沿って曲がっているため、この曲がり及び弾力性の高い材料
の使用の結果、アダプタ部分１６に対するアダプタ部分１７の揺動運動への障害は生じな
い。
【００２３】
　アダプタ部分１６の前面１６．１上では、アダプタ部分１６の長手方向Ｌに沿ってこの
前面に亘ってプラグ状に突き出す電気接続部３５が、プラスチック製の成形体である本体
３６としての具体例に更に与えられ、この本体の部分３６．１は、前面１６．１の領域で
アダプタ部分１６上に保持され、別の部分３６．２は、この前面の上に突き出る。成形体
の本体３６は、２つの部分３６．１と３６．２との間のシールの作用をする部分３６．３
を有するように設計される。成形体の本体３６は、部分３６．１によってアダプタ部分１
６内に浮動の状態で保持されることが好ましく、これにより、２本の矢印Ｂ及びＣにより
図示されるように、アダプタ部分１６の長手方向Ｌに垂直な軸に沿って成形体の本体３６
が移動する可能性を制限する。２つのソケット状の電気接点３７が、成形体である本体３
６の中に与えられ、そのそれぞれが、アダプタの内部の電気リード線３８によって、加熱
要素１３の接続部に、更に詳細にはアダプタ部分１７の領域に、接続される。２本の電気
リード線３８が接続部３５とアダプタ部分１６及びアダプタ部分１７との間に延在し、具
体例では外側からの影響から保護されるようにリセス２４の隙間内で部分２３によって取
り上げられないように配置される。
【００２４】
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　電気接続部３５に加えて、２つの流体接続部３２及び３３が、前面１６．１の上に三角
の関係で配置されることにより、流体接続部３２及び３３は、電気接続部３５の上方に位
置するようになり、更に、
アダプタ部分１６は、アダプタ部分１６の長手軸又は長手方向Ｌを含む中央平面に対して
鏡面対称な電気的接続３５に加えて、流体接続部３２及び３３の位置に関して設計され、
この中央平面は、このアダプタ部分の上側に対して垂直に向き、またヒンジボルト１８の
軸に対して垂直に向いている。
【００２５】
　ワイパブレードアダプタ４（即ちワイパブレード３）と外部電気接続リード線１５及び
外部流体ライン１４との間に電気接続及び流体接続を設定するため、電気・油圧の結合ユ
ニット３９がレセプタクル２の中に与えられ、これにより、ワイパブレードアダプタとワ
イパブレードアダプタ４の電気接続部及び油圧接続部との間に機械的結合部を設定すれば
、ワイパブレード３には、少なくとも１つの接続リード線１５及び流体ライン１４が形成
される。
【００２６】
　ここに示される具体例では、結合ユニット３９は、適切な材料（例えばプラスチック）
から製造される成形体４０から成り、この成形体の一つの部分４０．１は、はじめにワイ
パアーム側面上に電気接続部４１形成し、これは更に詳細には、開口４２の形態であり、
そこには２つのピン状の電気接点４３が受け入れられ、また、ワイパブレード３とワイパ
アーム１との間に電気接続を与えるため、その中に部分３６．２を挿入することが可能で
ある。この構成により、ピン状の接点４３がそれぞれ、接続部３５のソケット状の接点３
７の中に係合し、部分３６．３が、開口４２の外部に対して緊密なシールとなるよう設計
され、このため、２極の電気接続部が接続３５及び４１並びに接点３７及び４３を通して
提供される。各接点４３は、外部リード１５に接続している。
【００２７】
　結合ユニット３９及びその成形体の本体４０は更に、２つのプラグ状の流体接続部４４
及び４５を提供し、これらはそれぞれ、ウェブ状部分４０．２によって部分４０．１に接
続され、電気接続部４１及び開口４２を提供する結合ユニット３９の前面３９．１の上に
突き出している。
【００２８】
　電気リード線１５は、前面３９．１の反対方向を向く前面３９．２上では、成形体の本
体４０の部分４０．１の外にシール状態で導かれる。前面３９．１上における電気接続部
４１並びに開口４２及び流体接続４４，４５の配置は、アダプタ部分１６の前面１６．１
上における、電気接続部３５及び流体接続部３２及び３３の配置に対応しているため、開
口によって形成される流体接続３２及び３３にピン状の流体接続部４４及び４５を挿入す
ることにより２つの接続部３５と４１との間に電気接続を形成する場合は、２本の流体ラ
イン１４とワイパブレード３との間の流体接続も同時に形成でき、より詳細には、一方の
流体ライン１４とスプレーダクト１１との間の接続は、流体接続３２にシールの状態で導
入される流体接続４４によって形成され、流体ライン１４とスプレーダクト１２との間の
接続は、流体接続３３にシールの状態で導入される流体接続４５によって形成される。流
体接続部４４及び４５のそれぞれは、これら流体接続部４４及び４５と反対を向くウェブ
状部分４０．２の側面の上に突き出る接続片４４．１及び４５．１への流れに対して接続
され、これら流体接続部４４及び４５のそれぞれには、外部流体ライン１４がそれぞれ接
続される。
【００２９】
　アダプタ部分１６と結合ユニット３９との間に電気接続及び流体接続を容易に形成でき
るよう、流体接続部４４及び４５の設計では、例えば、前面３９．１の上に突出している
これらの流体接続の長さは、電気接続部３５及びその成形体３６が前面１６．１の上に突
き出る長さより少し長く取るようにし、このようにすることで、アダプタ部分１６を結合
ユニット３９に接続する際、ピン状の流体接続部４４及び４５は、開口から成る流体接続
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部３２及び３３に先ず係合し、結合ユニット３９とアダプタ部分１６とを更に繋ぐ工程及
び電気接続部４１及びその開口４２へ接続部３５を挿入する工程において、アダプタ部分
１６は、ピン状の流体接続部４４及び４５上にガイドされる。接続３５を浮動取付とする
ことにより、電気接続部３５及び４１をアダプタ部分１６に接続する際、可能なあらゆる
許容範囲が補償される。
【００３０】
　結合ユニット３９は、レセプタクル２内及びのレセプタクルのワイパアーム１の自由端
から遠い方の端部の上に固定される、電気接続部４１の開口４２の軸及びピン状の流体接
続部４４及び４５の軸が、それぞれ、互いに平行であり、また、組立方向Ａへも平行とな
るようにされ、この構成により、アダプタ部分１６をレセプタクル２内へ組立方向Ａに、
即ちワイパアームの自由端から、挿入する際、ワイパブレードアダプタ４（ワイパブレー
ド３）とワイパアーム１との間の既に上記の機械的結合が、形成される合わせ留具２１に
留具２０をロッキングすることで形成されるだけではなく、同時に、アダプタ側面上で流
体接続部４４及び４５を流体接続部３２及び３３に挿入し、電気的接続部３５を電気接続
部４１に挿入することにより、ワイパアーム１とワイパブレードアダプタ４及びワイパブ
レード３との間の油圧接続又は流体接続及び電気的接続が形成される。
【００３１】
　ここに示される具体例では、結合ユニット３９は、パンチ及び曲げ加工によりワイパア
ーム１の平坦な材料から形成される突起４６に対する留具の係合によって、保持される。
この場合、突起４６は曲げ加工され、リセス４７を有する自由端は、リセス２を形成する
Ｕ字形プロファイルの内側に突き出る。その部分４０．１の領域では、成形体４０にはリ
セス４７が与えられ、このリセスは前面３９．２に開けられ、その中に突起４６が差し込
まれて係合する。リセス４７の領域では、成形体４０は、リセス４７内に突き出る留具を
有するスプリングつまみ４８を更に実現し、これ（留具）は、成形体４０を突起４６にに
押しつけた後に、この位置に開口で形成される合わせ留具４９に係合し、その結果、レセ
プタクル２内へ結合ユニット３９を、非常に簡易で且つ信頼性高く、設置することが可能
となる。
【００３２】
　符号５０は、例えばプラスチックで形成されるキャップを示し、このキャップは、ワイ
パアーム１のワイパブレードアダプタ４及びワイパブレード３を設置した後、アダプタ部
分１６と一体に製造され前面１６．２上に突き出る突起部５１に対して押し付けられ、こ
の突起部に対して留具の係合によりロックが可能となっており、この構成により、カバー
キャップ５０は、自由端でワイパアーム１に終結部を視覚的に形成するだけでなく、２つ
の接続部及び可撓管３４を受け入れ、外側に向けてこれらを被覆する。キャップ５０は、
リセス５０．１を備えており、このリセスでキャップ５０は、更に滑動自在に固定できる
よう、スポイラー状部分１０に重なり合う。
【００３３】
　一つの具体例に基づき、上記にて本発明を説明した。そして、本発明の基礎となる技術
思想から離れる事無くして、変更及び変形が可能であることが、理解されよう。しかしな
がら、全ての具体例に共通である点は、ワイパブレード３との機械的結合を形成する際、
ワイパブレードとワイパアームとの間の電気接続に加えて、少なくとも１つのスプレーダ
クト又はワイパブレード側の少なくとも１つの噴射開口ないし噴射出口にクリーニング液
ないし洗浄流体を供給するための油圧接続を形成している点であり、更に詳細には、この
接続は、ワイパアーム側面のワイパブレードアダプタのアダプタ部分、すなわち機械結合
により着脱自在にワイパアームに接続するワイパブレードアダプタのアダプタ部分によっ
て、形成されている点である。
【００３４】
　従って、例えば、複数の電気接続リード線１５を加熱リードとして設計することにより
、例えば、これらの電気的なリード１５を、加熱抵抗ワイヤとして流体ダクト１４の中に
間挿されるよう設計できるようにすることができる。従って、クリーニング液ないし洗浄
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流体用の供給ラインないし流体ライン１４の加熱を、簡易な手段を用いて、同時に実現す
ることができる。更に、接続リード線１５に加えて、流体ダクト１４の加熱用にダクト内
部の電気加熱要素として作用する加熱抵抗ワイヤを提供し、電気リード線１５を例えば流
体ダクト１４の外側に配置するようにすることも可能である。
【００３５】
　上記においては、加熱要素１３は加熱フォイルにより形成されていると説明した。基本
的には、加熱要素１３は、スプレーダクト１１及び１２内に延在し少なくとも１つの電気
加熱電流の閉回路を形成する加熱抵抗ワイヤであってもよい。図１３及び図１４に、この
具体例を図示する。
【００３６】
　図１３に断面で示されるフラットなワイパブレード３ａの態様では、スポイラー１０を
形成するプラスチック製のスポイラープロファイル５２がプロファイルレール７に固定さ
れる。それぞれ対応する噴射開口１１．１及び１２．１を有する２本のスプレーダクト１
１及び１２が、このスポイラープロファイルの中にあるように設計される。加熱抵抗ワイ
ヤが、ワイパブレード側の加熱要素１３の少なくとも一部の長さにわたって形成されるス
プレーダクト１１及び１２のそれぞれの中に通じているように与えられる。
【００３７】
　図１４に断面で図示されるフラットなワイパブレード３ｂは、プロファイルレール７を
有していない。このワイパブレード３ｂでは、２本のスプリングレール８が、ワイパブレ
ードの全体の長さに亘ってそれぞれ延在し、スプリングレール８の幅の部分がワイパーラ
バー９のリセスにそれぞれ係合することにより、これらレールの間にワイパーラバー９が
保持される。スプリングレール８のワイパーラバーから突き出ている領域は、スポイラー
プロファイルとして設計される本具体例ではプラスチック製のワイパブレード要素と重な
り合う。噴射・スプレー開口１１．１及び１２．１を有するスプレーダクト１１及び１２
が、スポイラープロファイル５３の中に配置されるように設計される。そして、ワイパブ
レード側の加熱要素１３は、加熱抵抗ワイヤの長さに亘って形成され、スプレーダクト１
１及び１２の中を通っている。
【００３８】
　ワイパブレード側の加熱要素１３が、ワイパブレード３ａ及び３ｂの場合とは異なる設
計、例えば、加熱フォイルで形成されているように設計されてもよいことは理解されよう
。
【符号の説明】
【００３９】
１　ワイパーアーム
１．１　ワイパーアームロッド
１．２　クリップ
２　リセプタクル
３　ワイパーブレード
４　ワイパープレードアダプタ
５　シャンク部
６　ヨーク部
７　ワイパーブレード本体
８　スプリングレール
９　ワイパーゴム
９．１　
9.1　払拭片
１０　スポイラー部
11,12　スプレーダクト
11.1,12.1　噴射口
13　加熱素子
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14　流体路
15　外部接続導線
16,17　アダプタ部
17.1,17.2　端面
18　ヒンジボルト
19　バネ片
20　突起
22　下部
23　上部プレート
24　溝
25,26　流体ダクト
25.1,26.1　連結片
27　側壁
28　上壁
32,33　流体接続部
34　連結管
35　電気接触部
36　成形体
36.1　内包部
36.2　突出部
36.3　シール
37　電気接触子
38　導線
39　接続ユニット
40　成形体
40.1　部分
40.2　ウェブ
41　電気接続部
42　開口部
43　電機接触子
44,45　流体接続部
44.1,45.1　接続片
46　突片
47　溝
48　バネ片
49　開口
50　キャップ
51　突部
52　スポイラ部
Ｌ　長手方向
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【要約の続き】
の液ラインに接続される。本発明では、ワイパブレードを電気加熱ワイパブレードとして構成する場合はワイパブレ
ードアダプタは、少なくとも１つの液体接続部に加えて、少なくとも１つの電気接続部（３５）を有し、前記電気接
続部は、ワイパブレードに加熱電流を供給する結合ユニットを介して少なくとも１つの外部の電気線（１５）に、着
脱自在に接続される。
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